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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール（令和 7年度） 事業所名 ： ケアステーション 21清池 ユニット名：ひかり 外部評価実施日 ： 令和８年１月２２日  

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で 

話しあった内容 
外部評価 ご家族様より 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と

実践  

地域密着型サービスの意義

をふまえた事業所理念をつ

くり、管理者と職員は、その

理念を共有して実践につな

げている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域密着型サービスの意

義を踏まえた事業所理念を

ホールに掲示している。｢住

み慣れた地域で、なじみの場

所、人とふれあい安心できる

暮らし」「笑顔と楽しみのある

ゆったりとした、その人らしい

暮らし｣を職員一人一人が意

識をもって業務を行えるよう

にしている。毎日の申し送り

やユニット会議などで話し合

い、理念についての理解を深

め実現にむけて、共有し実践

している。 

  

     

2 
事業所と地域

とのつきあい 

事業所は、利用者が地域と

つながりながら暮らし続けら

れるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有

し、事業所自体が地域の一

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染症の流行があり、地域

の方と触れ合うなどの交流は

難しいが、地区役員の方に運

営推進会議に出席してもらっ

たり、毎月のお便りで、ホー

地区の代表の方に２か

月に１回、運営推進会議へ

出席してもらっている。毎

月、回覧板でホーム便りを

回してもらい、ホームへの
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員として日常的に交流して

いる 

ムの情報を発信し理解等を

得られるようにしている。地域

の文化祭に利用者の方の作

品を展示させてもらい、地域

の方に見て頂いたり、他の方

の作品なども見学させてもら

うことができた。 

 

  

理解を深めていただいてい

ると思う。又、地区の文化

祭に利用者の方の作品を

展示させてもらい、多くの

方に見ていただいたり、他

の方の作品等も見学させ

てもらうことができた。今後

も可能な限り、参加させて

いただきたいと思う。 
 

3 

運営推進会議

を活かした取

り組み 

運営推進会議では、利用者

やサービスの実際、評価へ

の取り組み状況等について

報告や話し合いを行い、そ

こでの意見をサービス向上

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

 2ケ月毎に運営推進会議を

開催し、市担当者・包括支援

センター職員、地区長、民生

委員、家族の方に参加してい

ただき、運営状況等について

説明、報告を行っている。

又、運営推進会議で自己評

価を踏まえて外部評価を行っ

ており、会議での意見や提案

を取り入れ事業所の運営に

反映するようにしている。 

 

  

  

 全６回、ホームの方に来

てもらい会議を行うことが

できた。ご意見等を伺い、

事業所の運営に反映させ、

サービスの向上につなげ

ていけるようにしている。 

 平日の午後の開催という

ことで、家族等の方で参加

できる方が決まっており、

出来る限りたくさんの方に

参加してもらいたいが難し

い状況がある。  
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4 
市町村との連

携 

市町村担当者と日頃から連

絡を密に取り、事業所の実

情やケアサービスの取り組

みを積極的に伝えながら、

協力関係を築くように取り組

んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会議に市の担当者

の方や地域包括支援センタ―の

方から会議に出席して頂き、事

業所の実情を伝え、理解しても

らっている。諸問題が生じた時

は、市役所へ出向き相談し、書

面や電話等で随時対応してい

る。利用者の方の事故が発生し

た際にはメールなどで速やかに

報告するように努めている。 
 

 市の担当の方より、その

都度、運営の指導を頂いて

いる。又、事故等の発生時

は、できるだけ速やかに報

告するよう努めている。 
 

    

5 

身体拘束をし

ないケアの実

践 

代表者および全ての職員が

「介護保険法指定基準にお

ける禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解して

おり、玄関の施錠を含めて

身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事業所全体で、身体拘束廃止

宣言を掲げ、委員会を設置し取

り組んでいる。身体拘束自己点

検シートを活用し各自の認識の

違いを確認し、拘束しないように

している。また、利用者の方の

行動を把握し、不穏で落ち着か

ない時は職員間で状態を把握

し、声掛けを工夫したり、好きな

事をして気分を紛らわしたり、所

在確認を行っている。 
 

  

A、充分にできている 

 

B．ほぼできている 

      ４名  

C．あまりできていない 

    

D．ほとんどできていな

い 

E.無回答 

     １名 
 

 

 

B,きちんと取り組みさ

れていると思う。 
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6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢者虐

待防止関連法について学ぶ

機会を持ち、利用者の自宅

や事業所内での虐待が見

過ごされることがないよう注

意を払い、防止に努めてい

る 

A． 充分にできている 

B． ほぼできている 

C． あまりできていな 

D． ほとんどできていな

い 

 委員会を設置し、虐待の防

止に取り組んでいる。虐待につ

いての勉強会を事業所内で行

い、制度等に対する理解を深

めている。又、管理者を中心に

職員一人ひとりが虐待を見逃

さない環境と情報共有を大切

にしている。見守りカメラを設

置し常時、状況を把握できるよ

うにしており、虐待行為の抑止

につなげている。 

 

  

 

A. 充分にできている 

 

B．ほぼできている 

３名 

C．あまりできていない 

 

D.ほとんどできていない 

 

E. 無回答 

      ２名 
 

B．5番と同様、きち

んと取り組みされて

いると思う。 

 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活

自立支援事業や成年後見

制度について学ぶ機会を持

ち、個々の必要性を関係者

と話し合い、それらを活用で

きるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 現在、成年後見制度を利用

している方、生活保護を受けて

いる方がいる為、勉強会を行

い、制度に対する理解を深め

ている。今後も利用者の方に

必要性が生じた場合には、関

係者と十分に話し合い活用で

きるように体制を整えている。 
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8 
契約に関する

説明と納得 

契約の締結、解約また改定

等の際は、利用者や家族等

の不安や疑問点を尋ね、十

分な説明を行い理解・納得

を図っている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者及び家族代表・代理

人等との契約、契約解除又は

改定などの際は、責任者を指

定し実施している。また、契約

時などにおいて不安や疑問な

どが生じないよう、分かりやす

い言葉で説明し、説明文書を

作成している。理解、納得が出

来ているか確認しながら説明

できるよう体を整えている。 

 

  

       

9 

運営に関する

利用者、家族

等意見の反映 

利用者や家族等が意見、要

望を管理者や職員ならびに

外部者へ表せる機会を設

け、それらを運営に反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  ご家族等が来所した際や電

話等で、生活状況を説明し、意

見や要望を聞き、利用者の方

やご家族等の満足が得られる

ように配慮し運営に反映させて

いる。また、苦情等に関して

は、責任者を指定し早期解決

に向けて検討会を開催し、再

発防止に努めるよう体制を整

えている。 

 

  

  

A． 充分にできている 

       ３名 

B．ほぼできている 

２名 

C．あまりできていない 

 

D.ほとんどできていない 

 
 

 

 

A．電話での話により充

分によくできていること

が伝わってきます。 
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10 

運営に関する

職員意見の反

映 

代表者や管理者は、運営に

関する職員の意見や提案を

聞く機会を設け、反映させて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

代表者及び法人役員と管理

者が集まって月 1回定例会議

を開催し、事業所の状況等の

情報交換及び意見交換を行

い、事業所及び法人の運営に

反映させている。又、申し送り

やユニット会議等で職員の意

見や要望、提案を聞く機会を

設け、運営に反映するとともに

定例会議で出た要望や意見、

苦情など情報も職員全体が把

握出来るようにしている。  

      

11 
就業環境の整

備 

代表者は、管理者や職員

個々の努力や実績、勤務状

況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各

自が向上心を持って働ける

よう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の申し送りやユニット会

議などで職員の意見や要望を

聞き、職場環境の改善に反映

させている。年 1回人事考課

があり、業務に対する能力や

成果、意欲等、総合的に評価

することで、職員一人一人が

目標を立て向上心を持って働く

ことが出来るようになってい

る。又、代表者が事業所を訪

問し、職員の意見や要望を聞

き運営に反映されている。 

  

A． 充分にできている 

 

B． ほぼできている 

３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな   

い 

E. 無回答 

２名 
 

E．よくわからない。 
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12 
職員を育てる

取り組み 

代表者は、管理者や職員一

人ひとりのケアの実際と力

量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、

働きながらトレーニングして

いくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

資料研修や WEB研修が行

われている。職員一人一人の

能力、特性を考え、必要な研

修を受講できるようにし、職員

の資質向上を図っている。又、

働きながら、資格取得できるよ

うに勤務を調整する等、環境を

整えている。  

  

A． 充分にできている 

      １名 

B． ほぼできている 

   ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

E. 無回答 

      1名 

     

 
 

13 

同業者との交

流を通じた向

上 

代表者は、管理者や職員が

同業者と交流する機会を作

り、ネットワークづくりや勉強

会、相互訪問等の活動を通

じて、サービスの質を向上さ

せていく取り組みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  毎月、法人内の他の事業

所の管理者との交流を通じ

て、問題点や改善点及び、良

かった点などについての話し

合いを行い、事業所のサービ

スの質の向上に努めている。

又、県グループホーム協議会

の村山ブロック会議や県大会

に参加し、情報交換や協力体

制を構築し、相互のサービス

の質の向上に努めている。 
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14 

本人と共に過

ごし支えあう

関係 

職員は、本人を介護される

一方の立場におかず、暮ら

しを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人のペースに合わせ、出

来ること、得意なこと、好きな

ことでの役割を持ってもらい、

助け合って共同生活が送れ

るように支援している。その

方の経験や知識を生かせる

ような場面を設けている。 

 

  

     

15 

馴染みの人や

場との関係継

続の支援 

本人がこれまで大切にして

きた馴染みの人や場所との

関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の方やご家族等か

ら得た情報をもとに、会話の

中でこれまで関わりのあった

人や場所や場面等について

話題を提供し、良好な関係が

保持できるように努めてい

る。一部面会への制限はあ

るが面会が増えてきおり、利

用者の方の安心につながっ

ているため、関係性が途切れ

ないように支援している。面

会が難しい場合は、電話で話

せるように支援している。 

 

  

  

  事前に予約してもらうな

ど、面会制限が一部ある

が、玄関先や居室で、家族

や友達、親類の方との面

会をしてもらっている。又、

なじみの場所等への外出

も感染対策を講じながら対

応している。 

 電話の希望があれば、手

助けして対応している。 
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Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮らし

方、生活環境、一日の過ごし

方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の生活の中で本人の

思いを聞き、面会時や通院時

などで来所された際に、家族

等から意見や要望を聞き、意

向を把握し、その人らしい生

活が出来るように目標を設定

し、ケアプランを作成し、支援

している。又、意思疎通が困

難な場合でも日々の行動等

からしたいことを考え、本人

が望む生活が送れるように

努めている。  

       

17 

チームでつく

る介護計画と

モニタリング 

本人がより良く暮らすための

課題とケアのあり方につい

て、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意

見やアイディアを反映し、現

状に即した介護計画を作成し

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月のモニタリングや定期

的にケアカンファレンスを行

い、利用者の方の状態の変

化や現状の情報を共有し、本

人のニーズの堀り起こしに努

め、必要なケアの把握に努め

ている。又、ご家族等からの

要望や意見を電話連絡や来

所時に聞き取り介護計画に

反映する様にしている  

  

 ケアカンファレンス前後で本

人、家族等からどのような

生活が送りたいのか等の

要望を聞いて、ケアプラン

を作成している。職員全員

が会議や議事録、ノートで

情報を共有し、統一したケ

アが出来るように努めてい

る。 

A． 充分にできている 

     ２名  

B． ほぼできている 

     ３名  

C． あまりできていな

い 

    

D．ほとんどできていな

い 

A．状態の変化にあ

わせて必要なケアを

して頂いていると思

う。 

B．要望がないか確

認してもらっていま

す。 
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18 
個別の記録と

実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結

果、気づきや工夫を個別記録

に記入し、職員間で情報を共

有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の方の日常生活に

おける状態の観察を行い記

録し、変化を見逃さず、申し

送りや会議の際に、報告・相

談・検討し、早めの対応を行

い諸問題の解決に努めてい

る。又、把握した情報を職員

全員が共有し、統一したケア

を行うとともに、介護計画を

必要に応じて見直している。 

 

 

  

  

A． 充分にできている 

   ２名 

B． ほぼできている 

   ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 
 

A,そのようにしている

と思う。 

19 

一人ひとりを

支えるための

事業所の多機

能化 

本人や家族の状況、その

時々に生まれるニーズに対

応して、既存のサービスに捉

われない、柔軟な支援やサー

ビスの多機能化に取り組んで

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 状態の変化に応じてニーズ

も変わることがあるため、そ

の都度、職員間で情報を共

有し、ケア、対応の変更に努

めている。又、他のサービス

の提案をも含め都度、相談し

話し合いをしている。 

 

  

 家族等が来所された際に

意見を聞いたり、日常の会

話の中から要望やニーズ

を把握するようにしている。

状態の変化に応じて他の

サービスの提案も含め、相

談し、話し合いを行ってい

る。特養を希望される際

は、事前面談等対応する

体制となっている。 
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20 
地域資源との

協働 

一人ひとりの暮らしを支えて

いる地域資源を把握し、本人

が心身の力を発揮しながら安

全で豊かな暮らしを楽しむこ

とができるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 行事等の際に、慰問ボランテ

ィアの方の協力を得ることは、

出来ていないが、地域神社の

元旦参りや例大祭に出かけた

り、文化祭に作品を展示させて

もらい、見学させてもらうことが

できた。地域の方に回覧板で

ホーム便りを回していただい

て、事業所の情報を公開し、理

解を深めてもらい、交流が途

切れないように努めている。 

  

コロナ以前に来て頂いて

いた慰問ボランティアの協

力を得ることはまだできて

いないが、感染対策を講じ

ながら、近所へ散歩やドラ

イブ等の外出を支援してい

る。家族等の協力を得なが

ら、入所前にかかっていた

かかりつけ医への通院を

含めた外出をしている方も

いる。 

 

    

21 
かかりつけ医

の受診支援 

受診は、本人及び家族等の

希望を大切にし、納得が得ら

れたかかりつけ医と事業所の

関係を築きながら、適切な医

療を受けられるように支援し

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

協力医療機関による定期訪

問診療・予防接種などの他、

訪問歯科検診・口腔ケア・治療

など、希望や必要に応じて対

応できるような体制を整え連携

している。又、ご家族等の協力

を得て、入所以前からかかっ

ていた病院等に継続して通院

している利用者の方いる。情

報提供等、対応が出来るよう

に通院体制を確立し、適切に

対応支援している。  
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22 

入退院時の医

療機関との協

働 

利用者が入院した際、安心し

て治療できるように、また、で

きるだけ早期に退院できるよ

うに、病院関係者との情報交

換や相談に努めている。ある

いは、そうした場合に備えて

病院関係者との関係づくりを

行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の方が入退院時に

病院関係者と情報交換や相

談を行い安心して治療できる

ようにしている。定期的に病

院のソーシャルワーカーや看

護師、ご家族等に電話で状

況を確認するなどして早期退

院に向けて対応している。  

  

A． 充分にできている 

      １名 

B． ほぼできている 

   ４名 

C． あまりできていな

い 

        

D． ほとんどできてい

ない 

 

       

B,入院が必要になっ

たときは、お願いした

い。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支

援 

重度化した場合や終末期の

あり方について、早い段階か

ら本人・家族等と話し合いを

行い、事業所でできることを

十分に説明しながら方針を共

有し、地域の関係者と共にチ

ームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化等に対する指針を

定め、入所時において家族

等に説明をして理解していた

だき、文書化して同意を頂い

ている。又、事業所で出来る

こと、出来ないことを事前に

説明すると共に、利用者の状

態の変化に対応できるよう、

医療機関や家族等とその都

度、話し合いを行いその情報

を職員と共有している。 

  

  

A． 充分にできている 

   １名 

B． ほぼできている 

   ４名 

C． あまりできていな

い 

       

D. ほとんどできていな

い 

B,重度化したときは

お願いしたい。 
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24 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発生時

に備えて、全ての職員は応急

手当や初期対応の訓練を定

期的に行い、実践力を身に付

けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

利用者の方の急変や事故発

生に備え、事業所の任務分

担を明確にし、連絡網を作成

し、グループラインで迅速に

対応できるようにしている。

又、ほぼ全職員が応急手当、

AED講習を受け、初期対応

訓練を実践している。 

  

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害

時に、昼夜を問わず利用者

が避難できる方法を全職員

が身につけるとともに、地域

との協力体制を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地震や火災、水害等の

様々な状況を想定し、災害時

における避難訓練を繰り返し

実施し、避難方法を身につけ

ている。運営推進会議で消防

署の方に来てもらい、地域役

員の方や、消防団の班長の

方などと訓練を実施し、避難

の様子を見ていただいた。現

状を理解してもらい、問題点

の把握ができ、より良い対策

を講じるよう努めている。 

 

  

今年度も、消防署、地区

の消防団代表、地区長、家

族等と消防訓練を行うこと

ができた。車いすの方もお

り３階の建物のため避難が

厳しい状況であることを含

め現状を理解してもらうこと

ができ、協力体制について

確認することができた。そ

の他、様々な災害を想定し

て有事に備えた訓練を実

施している。 
 

A． 充分にできている 

  

B． ほぼできている 

  ４名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

E.  無回答 

       １名 

B,大変だと思いますが

お願いしたい。 
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Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの

尊重とプライ

バシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、

誇りやプライバシーを損ね

ない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  その人にあった声掛けや

名前の呼び方など、人格を尊

重しながら、親しみのある言

葉掛けや対応の統一を図っ

ている。部屋に入る際は、声

掛けやノックを行い、入浴の

際は、出入りが多くなるがそ

の都度ドアをきちんと閉めて

プライバシーに配慮してい

る。又、個人情報使用に関す

る指針を定め、事業所全体で

注意を喚起している。  

  

A． 充分にできている 

   １名 

B． ほぼできている 

   ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

E. 無回答 

      １名 

B,ていねいに対応し

てくれているのが分

かります。 

27 
日々のその人

らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優

先するのではなく、一人ひと

りの日常生活における希望

や意向、暮らしのペースを

大切にし、その日をどのよう

に過ごしたいか、希望にそ

って支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 集団生活で時間に左右させ

る場面もあるが、利用者の方

のこれまでの生活や考え方

に沿った生活ができるよう努

めている。又、ストレスがたま

らないように散歩やドライブな

ど外出する機会を作り、季節

に応じた行事を取り入れ、利

用者の希望にそった生活が

出来るように支援している。 
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28 

食事を楽しむ

ことのできる

支援 

食事が楽しみなものになる

よう、一人ひとりの好みや力

を活かしながら、利用者と職

員が一緒に準備や食事、片

付けをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 行事の際等に料理の下準備

や味付け、後片づけ等をする機

会を設けたり、テーブルやコップ

を拭いていただいている。夏祭り

や敬老会等の季節の行事に合

わせたお祝いメニューや芋煮会

などの郷土料理を楽しむ機会を

設けている。又、その人の噛む

力や嚥下能力を見ながら、刻ん

だり、水分にとろみをつけたり、

おかゆにしたり、食事形態を変

えて提供している。 
 

  

A． 充分にできている 

   １名 

B． ほぼできている 

      ４名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

 

 
 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、

水分量が一日を通じて確保

できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の方の一日の食事状

況を観察し、記録して情報を共

有し、カロリーや水分摂取量を

把握している。水分の一回の摂

取量が少ない方には声掛けした

り、回数を増やしている。医師の

指示で、高カロリーの補助食品

をとっている方もいる。嚥下能力

の低下がある方には、トロミ剤を

使用し、とろみをつけて飲みこみ

やすいよう工夫している。 
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30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが生じ

ないよう、毎食後、一人ひと

りの口腔状態や本人の力に

応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

毎食後、個々の能力に応

じ、声掛けし歯磨きを促した

り、介助を行う等、口腔ケアを

行い清潔保持に努めている。

必要に応じてご家族と相談

し、歯科受診、往診、口腔ケ

アを受けることができる体制

がある。 

 

  

  

A． 充分にできている 

      １名 

B． ほぼできている 

      ４名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

 

31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの使

用を減らし、一人ひとりの力

や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や

排泄の自立にむけた支援、

便秘の予防等、個々に応じ

た予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の方の排泄パターン

などの情報を共有、把握して

一人一人に合わせた時間に

トイレ誘導や声掛け（促し）を

行い、排泄の自立に向けた

支援をしている。又、尿意や

便意が希薄になっている方に

ついても時間帯を見計らい排

泄の習慣化を図っている。排

便状況を把握し、内服薬の調

整等を行っている。  

 

A． 充分にできている 

   ２名 

B． ほぼできている 

      ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

 

 

      

A,一人一人にあわせ

て対応をしてもらいあ

りがたいです。 
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32 

入浴を楽しむ

ことができる

支援 

一人ひとりの希望やタイミン

グに合わせて入浴を楽しめ

るように、職員の都合で曜

日や時間帯を決めてしまわ

ずに、個々にそった支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 気温や季節に合わせて浴室や

脱衣所の温度調節を行い、快適

に入浴できるようにしている。利用

者間の関係に配慮し希望に沿っ

た入浴を心掛けているが、身体機

能が低下し一般浴槽に入れない

利用者の方にはシャワー浴をして

いる。体調、気分に合わせて入浴

の時間帯や曜日を変更するなど

の対応をしているが、介助が必要

になってきている利用者の方も増

えてきており、一人当たりの入浴

時間も限られている状況もある。 

    
 

  

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣やそ

の時々の状況に応じて、休

息したり、安心して気持ちよ

く眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夜間に安眠できるよう、日中は

軽い体操や趣味の活動、散歩等

を行い、出来るだけ活動的に過ご

して頂けるようにしている。一人一

人の身体状況や体調に応じて時

間を決めて、日中に体を休める必

要のある方もいるが、夜間の睡眠

に支障が出ないような時間で声掛

けをしている。居室の温度や湿度

等、快適に眠れるような環境を作

れるように支援している。 
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34 服薬支援 

一人ひとりが使用している

薬の目的や副作用、用法や

用量について理解しており、

服薬の支援と症状の変化の

確認に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の方の病状と症状、

服用している薬の必要性を

理解している。訪問診療の医

師や通院されている病院の

医師の指示に基づき服薬管

理、副作用の有無などの状

態の観察を行っている。変化

等があれば看護師、管理者

より主治医等に報告・連絡す

るようにしている。 

  

  

A． 充分にできている 

   ２名 

B． ほぼできている 

      ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

A,体の症状によりす

ぐ対応してくれまし

た。 

35 
役割、楽しみ

ごとの支援 

張り合いや喜びのある日々

を過ごせるように、一人ひと

りの生活歴や力を活かした

役割、嗜好品、楽しみごと、

気分転換等の支援をしてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の方の生活歴や趣

味、希望を聴取し、入所後も

出来る限り継続して行えるよ

うにしている。又、役割を持つ

ことで、使命感や達成感を味

わってもらい、生き生きとした

生活が送れるようにしてい

る。一人一人の能力を引き出

し、楽しみ事を見つけ気分転

換ができるよう配慮している。 

  

これまでしてきたことを

継続して出来るように支援

している。アセスメントを行

い、出来ること、出来ないこ

とを見極め、役割を持って

頂いたり、好きなことをして

生き生きと生活してもらえ

るように支援している。入

居してから新たな楽しみ事

を見つけている方もいる。
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36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の希望

にそって、戸外に出かけら

れるよう支援に努めている。

また、普段は行けないような

場所でも、本人の希望を把

握し、家族や地域の人々と

協力しながら出かけられる

ように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 気候の良いときに、戸外に

出て日光浴をしたり、近所等

へ散歩に出かけたり、玄関先

のプランター菜園の水やりや

収穫をしていただいている。 

体力面を考慮しながら、企画

行事（花見・紅葉狩りなど）

で、日ごろ行けないような場

所にも外出支援を行ってい

る。 

  

   

 感染対策を講じながらお

祭りや初詣、お花見、紅葉

狩り等、ドライブや散歩に

出かけ、気分転換を図って

いただけるようにしている。

又、玄関先の花や野菜の

鑑賞や収穫などの世話を

してもらっている。家族等

の協力を得て、通院に出か

けたり、市役所に用事を足

しに出かけた方もいる。 

    

37 

お金の所持や

使うことの支

援 

職員は、本人がお金を持つ

ことの大切さを理解してお

り、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり

使えるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事業所で管理しており、本

人から欲しいものの申し出が

ある時や必要なものがある時

は、ご家族等に相談し本人に

代わり購入している。出納帳

を使いその内容と残高を毎

月、ご家族等に報告してい

る。体力が低下し食事があま

りとれない方には、食べたい

ものを聞いて購入することも

あった。 
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38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人自ら

が電話をしたり、手紙のやり

取りができるように支援をし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の方の希望時にご家

族等に電話をしたり、プライバ

シーに配慮し気兼ねなくやり取

りができるようにしている。 

  

      

39 

居心地のよい

共用空間づく

り 

建物内部は一人ひとりの身

体機能やわかる力を活かし

て、安全かつできるだけ自

立した生活が送れるように

工夫している。共用の空間

が、利用者にとって不快や

混乱をまねくような刺激がな

いように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、一人

ひとりが居心地よく過ごせる

ような工夫をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

共有部分は利用者の方が

不快感を招かないよう温度や

湿度・照明等、注意を払ってい

る。季節感が出るような壁画や

装飾、四季折々の草花を飾

り、雰囲気作りを工夫し少しで

も和めるように心掛けている。

又、利用者間のトラブルを避け

るため、席の配置や車イスの

方を誘導しやすい導線を考

え、ソファーやテーブル、テレビ

の配置に気をつけ、居心地よく

過ごしてもらえるようしている。

エレベーターが設置されてあ

り、バリアフリーになっているた

め、車イスの方でも安心して過

ごすことができるようになって

いる。 

  

A． 充分にできている 

     １名  

B． ほぼできている 

      ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

D． 無回答 

１名 
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Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の

暮らし 

本人は、自分の思い、願

い、日々の暮らし方の意

向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

日常的にコミュニケーションを

通し、本人の希望や意向を確

認している。コミュニケーショ

ンが困難な方は、行動やうな

ずき、しぐさ等で思いをくみ取

り意向に沿った生活が出来る

ように支援し、ケアプランにも

反映させている。 

 

  

     

41 

本人は、自分の生活歴や

友人関係、暮らしの習

慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受

けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

生活歴等、本人、ご家族等か

ら得た情報をもとに、希望を

引き出しながら本人が望む生

活が出来るよう支援してい

る。 
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42 

本人は、自分の健康面・

医療面・安全面・環境面

について、日々の状況を

もとに、ケア・支援を受け

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日のバイタルチェック、

食事・水分量等健康状態を

観察し体調の変化に気を付

けている。本人の希望や心身

の状況にあった通院や往診

を受けて頂いている。通院の

方には、感染予防策を徹底し

てもらいご家族等の協力を得

て受診している。往診の際

は、日々の体調等の変化を

報告し、健康維持ができる様

に支援している。又、家族等

に往診の結果を報告してい

る。 

  

  

A． 充分にできている 

      ２名 

B． ほぼできている 

      ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 
 

A,体調を知り、すぐ対

応してくれます。 

B.報告してもらってい

るので安心している。 
 

43 
生活の継続

性 

本人は、自分のペース

で、これまでの暮らしの

習慣にあった生活ができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所前の面談等で生活歴

等を聴取し、生活リズムや食

生活等、出来る限り習慣化し

た暮らしが継続できるように

している。 
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44 

本人は、自分のなじみの

ものや、大切にしているも

のを、身近（自室等）に持

つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に馴染みの家具や

衣類、思い出の物、写真等を

持ってきてもらっている。又、

行事でもらった感謝状やメッ

セージカード、自分の作品

（ぬりえ、リース）等を居室の

壁に張り、明るい雰囲気で過

ごすことが出来るようにして

いる。 

  

  

A． 充分にできている 

  １名 

B． ほぼできている 

      ３名  

C． あまりできていな

い 

D． ほとんどできてい

ない 

E． 無回答 

１名 

 

45 

本人は、自分の意向、希

望によって、戸外に出か

けることや、催（祭）事に

参加することができてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自分からどこかに行きたい

という利用者の方は少ない

が、職員からの声掛けで、希

望を聞いて近くの神社等への

散歩や元旦参り、例大祭、地

区の文化祭の見物などに行

っている。紅葉狩りやお花見

などの行事も密を避けて行っ

ている。玄関先に出て、プラ

ンターで育てた花や野菜を鑑

賞したり、水やり、収穫をして

もらっている。 

  

  

 元旦参りや神社のお祭

り、地域の文化祭の見学

等、感染対策を講じなが

ら、希望を聞いて少人数で

出かけている。又、気候の

良い季節は戸外へ出かけ

季節感を感じてもらい気分

転換して喜んで頂いてい

る。 
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46 

本人が持つ

力の活用 

本人は、自分ができるこ

と・できないこと、わかる

こと・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみ

ごとを行うことができてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

認知症の進行具合や心身の

状態により、出来ること・出来

ない事・分かること・分からな

い事が変わっていくので職員

間で情報を共有し、本人の希

望と今できることを踏まえ、安

全面を考慮しながら役割を持

ってもらっている。 

 

  

      

47 

本人は、自分がいきいき

と過ごす会話のひと時

や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の生活で利用者間や

職員と楽しく会話をしたり、得

意な活動を行い生き生きと過

ごせている。無気力な方に対

しても、本人が好む話題、興

味がありそうな活動を提供

し、努めてかかわりを持って

いる。 

 

  

  

A． 充分にできている 

      ２名 

B． ほぼできている 

   ３名 

C． あまりできていな

い 

 

D．ほとんどできていな

い 

A,本人の好きなこと

を十分にやらせても

らっている。 
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48 

本人は、自分なりに近隣

や地域の人々と関わった

り、交流することができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

近所の方や友人で面会を

希望される場合でも、制限付

きで面会の受け入れを行って

いる。 

  

 行事等で歌や踊りの慰問

ボランティアの方との交流

はできていないが、地域の

方へ回覧板でホーム便りを

回してもらいホームの様子

を知ってもらう機会となって

いる。地域の文化祭に出

かけ、友人等に久しぶりに

再会することができた方も

いた。 

 
 

    

49 総合 

本人は、この GHにいる

ことで、職員や地域の

人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおく

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

散歩に出て近所の方とあい

さつを交わしたり、いつも顔

見知りの職員と生活を共にす

ることで、親しみ支えあって安

心して過ごすことが出来てい

る。 

  

 地域の回覧板を通してよ

り多くの方にホームのこと

を知っていただく機会にな

っていると思うので、これか

らもお願いしたい。地域の

中へ出かける機会も増え

ているのでより良い日々を

過ごしてもらえるように今

後も努めていきたい。 

 

 
 

A． 充分にできている 

   １名  

B． ほぼできている 

      ３名 

C.あまりできていない  

１名 

D．ほとんどできていな

い 
 

C,本人が自宅以外を

好まない、グループ

ホームそのものに偏

見を持っている。 

 


